


カスタムUV DTFステッカー：タンブラー、ガラス、アクリル、硬質製品向けコールド転写デカール
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Details
 
カスタムUV DTFステッカーはフルカラーの転写デカールです。二層構造のA/BフィルムにUV硬化CMYK、白インク、ニス層を印刷し、滑らかな硬質表面へ圧着します。ヒー
トプレス、水、カス取りは不要です。ガラス、陶器、金属、アクリル、硬質プラスチックに適しています。布、シリコーン、食洗機の繰り返し使用には適しません。

このデカールを注文するのは誰か。 Custom UV DTF Transfer Decalsの購入者は、通常次のつのグループに分かれます：

Etsy、Shopify、TikTok Shopの小規模販売者は、20–40 ozのタンブラー、キャンドルジャー、化粧品ボトルにロゴ、香り名、顧客名を入れる必要があります。ヒー
トプレスを購入せずに済ませたいと考えています。

印刷店や販促品店は、既存顧客向けに硬質製品のSKUを追加したいと考えています。

カフェ、美容室、ジム、イベントチームは、短期キャンペーン用にカップ、ボトル、アクリル製QRサインへ一つのブランドマークを必要とします。

個人購入者は、名入れカップ、パーティー用記念品、ペット追悼用ノートPCデカールを少量で注文します。

追加注文の場合は、ロットを計画する前に、実際のアイテムにデカールがどのように転写されるかを確認してください。再注文の際は、承認済みの同じロゴのアートワークと貼り付け済みサ



ンプルを使用してください。

問題点。 出荷時には完璧に見えるデカールでも、お客様のキッチンでは耐えられない場合があります。サンプルを承認する前に、エッジの浮きを確認し、さらに表面の清浄度、貼り付け時の
圧力、コーティングの質感、基材との適合性を評価してください。

問題が生じる理由。 不具合が生じた場合の損失は、フィルムそのものの価格をはるかに上回ります。デカールが裏紙からちぎれずに剥がれるか、また印刷デザインに不要な白い縁取りやざら
つきがないかを確認してください。これらの確認は、期待されるクリーンでボーダーレスな仕上がりを守るのに役立ちます。

このページの進め方。 すべての注文を、デザイン、基材、施工方法の三つを一体として扱います。

ロットを印刷する前に、対象表面、その曲率、使用条件を確認します。

次に白インク層を確認し、書面で合格・不合格基準を合意します。

価格、最小発注数量、製造期間は見積書で確定します。デカールがお客様のアイテム上でどのように機能するかは、カタログの記載ではなく、実物サンプルのテストで確認されます。
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要点：注文前に重要なこと
ご自身の製品でデザインを検証する準備はできていますか？



カスタムUV DTFステッカーとは何か、ビニールとどう違うのか？ ↑
UV DTFはultraviolet direct-to-filmの略です。デザインをUV硬化インクでAフィルムに印刷し、各層を即時硬化させます。続いて粘着性のBフィルムを印刷面にラ
ミネートします。施工時は剥離紙を外し、製品にデカールを圧着してからキャリアフィルムをゆっくり持ち上げます。印刷画像だけが製品に残ります。2026の機器ガイドでは、二層フィ
ルム上の白インク、CMYKカラー、保護ニスという構成を説明し、 「熱、水、前処理はいずれも不要」[6].

衣料用DTFとの違い。 衣料用DTFは別製品です。水性顔料、ホットメルトパウダー、ヒートプレスを布地に使用します。あるプリンターメーカーの比較では、UV DTFはガラス、
金属、プラスチック、木材、陶器、アクリルに使用されます。盛り上がったエンボス調の感触と、 テキスタイルDTFより高い耐摩耗性[7].

印刷ビニールとの違い。 見た目の違いは、UV DTFには透明な台紙の縁が残らないことです。物理的な違いは、硬化UVインクが比較的硬いことです。マグカップのようなきつい曲面
では、この硬い層が ばねのように作用して端を引き上げる[8]ことがあると実務者は指摘します。そのため、見積依頼には製品の曲率を必ず含めるべきです。

市場規模。 このカテゴリーは成長していますが、市場規模の推計には大きなばらつきがあります。 QY Researchの公開要約[9] では、世界のUV DTF市場はUS$247百
万米ドルから2025年に、US$483百万米ドルへ2032年までに成長し、CAGRは10.2%と予測しています。他の有料レポートは市場定義が異なるため、およそ一桁の差
があります。単一の数値は一人のアナリストの見解として扱ってください。

デカールの比較。 掲載価格だけで選ぶのではなく、表面との適合性、印刷された縁、お手入れ要件を確認してください。実物のサンプルがあれば、そのデカールがお客様のアイテムに合うか
どうかを判断しやすくなります。

実際に定着する表面、サイズ、仕上げは？ ↑
デカールの定着は印刷より表面に左右されます。2026の互換性ガイドでは、滑らかで密封された非多孔質素材が最も定着しやすいとしています。端の浮きはほぼ常に、不十分な清掃、圧
着圧不足、多孔質素材、または プライマーなしで使用した低表面エネルギープラスチック[11]に起因すると説明しています。同じガイドは次の実用的な三原則を示しています。

およそ65–80°F（18–27°C）で施工してください。

冷えた製品は施工前に常温に戻し、完全に乾かしてください。

UV DTFはきれいに除去しにくいため、位置決めは恒久的なものとして扱ってください。

表面 適合見込み サンプルで確認
ガラス、釉薬陶器 滑らかで清潔な部分では良好 曲率半径、手洗い前提
ステンレス鋼、滑らかなコーティング 良好 コーティングの質感、使用時の結露
アクリル、ABS、その他の硬質プラスチック 良好 離型剤残り、PP/PEはプライマー試験が必要
密封済みの滑らかな木材、ノートPCのふた、スマホケース 通常は使用可能 シーラーの仕上げ、熱と屈曲への曝露
テクスチャー付き粉体塗装、粗い石材、未密封木材 不適 細部は定着しないことが多い
布、シリコーン、軟質ゴム 不適合 テキスタイルまたは柔軟素材向け工程を使用

この表は保証ではなく、表面の事前選別に使ってください。コーティングはタンブラー供給業者ごとに、また同じ供給業者でもロットごとに異なります。製品が二つの行の中間に当たる場合
は、出荷予定のコーティングロットによる実際の生産部品でサンプル試験を行ってください。

サイズと可読性。 空白マージンが印刷・課金されないよう、サイズはアートボードではなく仕上がりデザイン寸法で指定してください。本文文字は大文字高で約2 mm以上から始めてく
ださい。プリンターが白インクで支えられる太さより細いヘアラインは避けます。実際の最小値は、指定フィルムとインクで出力したRIP校正刷りで決まります。タンブラー用ラップでは、
テーパーを考慮できるよう印刷可能高さと周長を提示してください。



仕上げと台紙の選択肢。 デカールは複数の層を選択できます。

ニス： グロスまたはマット。盛り上げニスにより、前述のエンボス調の感触が加わります。

白インク層： 不透明度を制御します。濃色または透明な製品ではカラーの下に全面白を使用します。淡色面で印刷したように見せるには部分白を使用します。半透明効果には白を入れません。

粘着性Bフィルム： 接着を担います。製品への接着力は、当然のものとせずサンプリング中に確認します。



縁をきれいに印刷するためのデータ準備方法は？ ↑
目に見える欠陥の多くはデータの段階で始まります。装置メーカーは、透明背景上で約300 DPIのCMYKアートワークを基準として示しており、白インク層はRIPソフトウェアで分
版しておく必要があるとしています。白インク層にわずかな チョークを施してあるか確認してください。これは、色の輪郭より内側へ縮めることを意味します。こうすることで、わずかな見
当ずれが白いフチ（ハロー）として現れず、隠れたままになります。ぼかしのかかったソフトな輪郭や半透明のグラデーションも、よくある落とし穴です。白インク層によって、これらが淡
い輪のように見えてしまうためです。

確認項目 要件 重要な理由
カラーモードと解像度 CMYK、約300 DPI、またはベクター ぼやけた、またはピクセル化した縁を防ぐ
背景 透明、不要なピクセルなし 不要なピクセルは白い点として印刷される
白インク層 分離し、内側へチョーク処理 白とカラーの見当ずれを隠す
縁と効果 硬い縁、影とグローはフラット化 柔らかい縁は白いハローを生む
最小文字と線 印刷校正刷りで確認済み 細い線は剥離中に切れる

次の情報とともにデータを送付してください。

各デザインの仕上がりサイズ。

デザインごとの数量。

各デカールを貼る製品の色。

透明のまま残す必要がある部分。

印刷前に書面の入稿前確認メモと校正刷りを求めてください。確認に通らないデザインは修正し、そのまま印刷して後から顧客の施工のせいにすべきではありません。

UV DTF転写デカールはどのように製造されるか？ ↑
生産は管理された五段階で進みます。



1。印刷。 プリンターはAフィルムにCMYK、白インク、グロスまたはマットのニスを順に印刷します。内蔵UVランプが印刷と同時に各層を硬化させます。

2。ラミネート。 粘着性Bフィルムを、熱を使わず硬化済み印刷へ圧着します。量産にはコールドラミネーターを使い、手作業のスキージーが現実的なのは単枚シートだけです。

3。カット。 シートを各デザインの周囲で断裁またはハーフカットします。

4。硬化確認。 まだべたつく印刷は硬化不足です。転写中に傷、退色、破れが生じます。

5。検査。 梱包前に各シートを確認します。

トラブルシューティングガイドでは、これらの工程を現場でのクレームと結び付けています。色落ちしやすい、または傷つきやすいデザインは、通常次のような原因で起こります： インクの
硬化不足、摩耗の多い部分での密着不良、または強い薬品[12]。インク、フィルム、ランプ出力、印刷速度を固定しておくことは、プリンターのブランドよりも重要です。生産設定を承認する
前に、印刷プルーフのざらつきを確認してください。

UV DTFデカールの貼り方とお手入れ方法は？ ↑
施工は熱を使わず手作業で行うため、施工者が結果の大部分を左右します。ある供給業者は四段階として説明しています。 表面を準備し、フィルムを剥がし、位置を決め、中心から外へ向かっ
て圧着する[13]。実際には次のように行います。

清掃 対象部分をイソプロピルアルコールと毛羽立たない布で拭き、乾かします。皮脂は後の端浮きの主要原因です。1.
剥離紙を外す ただし上側のキャリアは残します。粘着面には触れないでください。2.
位置決めして圧着 スキージーで中心から外側へ向かって行います。曲面製品では、シート全体を一度に置かず、片側から転がすように施工します。3.
キャリアを外す 約45°の低い角度でゆっくり外します。画像の一部が浮く場合は、キャリアを戻して再度圧着します。4.
24時間待つ 接着剤が完全に定着するよう、初回洗浄前に待ってください。5.

縁のべたつき。 ガラスに貼ったデカールの周囲に、画像より少しはみ出した接着剤による薄いべたついたリングがないか確認してください。ロットを貼る前に、縁を無理に剥がすのではなく、
その扱い方について合意しておいてください。

洗浄と熱。 あるサプライヤーのお手入れ規定により、実用上の制限は次のとおりです： 最初に洗うまで24時間待つこと、手洗いのみ、浸け置き・漂白剤・電子レンジは不可[15]。また、
長時間の直射日光や高温も避けてください。

使用期間の目安。 耐久性ガイドでは、販売者の経験に基づく大まかな目安として、屋内で約3–5年、屋外で約2–3年、 日光、湿度、摩耗の程度によって異なります[18]。これらは経験に



基づく数値であり、標準化された試験によるものではありません。食洗機対応や永続的な性能は、お客様のアイテムで試験に合格しない限り、このデカールについては謳っていません。

サンプルの検査とロット受入れはどう行うか？ ↑
購入者とサプライヤーは、製造前に検収基準について合意しておく必要があります。以下のチェックでは、裏紙からの剥離性、見当精度、硬化、ラミネート、縁の接着性、想定用途を対象と
しており、合否基準は発注書に記載できる形で示しています。

試験 方法 合格条件
剥離試験 対象製品に施工して圧着し、約45°でキャリアをゆっくり持ち上げる 画像のどの部分もキャリアとともに剥がれない
白版見当 十分な照明下で承認済み校正刷りと縁を比較 合意した許容差を超える白縁がない
硬化確認 触感試験と軽い爪による引っかき試験 乾いていてべたつかず、擦り傷がない
ラミネート 剥離前にシートを検査 気泡、しわ、デザインへ食い込む断裁がない
端部観察 施工済みサンプルを24–72時間観察 対象表面で端浮きがない
使用シミュレーション 手洗いサイクル。必要な場合のみ食洗機 結果を記録し、主張は合格した内容に限定

記録管理。 表面、インクロット、フィルムロットの組み合わせごとに結果を記録してください。再注文の基準として、承認済み施工サンプルを一つ保管します。

供給業者の試験主張。 供給業者の自己試験はマーケティングデータとして読んでください。あるベンダーは、ガラスで端浮きなしの手洗い100回、食洗機上段30サイクル、さらに窓での
退色試験36–48か月を報告しています。これらの結果は そのベンダー独自のインク、ニス、粘着剤に依存します[19]。お客様のデザインの結果は、お客様のサンプルを試験した後にのみ
報告されます。

プロジェクトに適した選択肢は？ UV DTF、ビニール、それとも直接印刷？ ↑

選択肢 最適な用途 見える台紙 主な制約
UV DTF転写デカール 多デザイン、小ロット、曲面の硬質製品 なし。画像のみ 手洗い前提。粗い表面や柔軟な表面では不良
印刷ビニールまたは紙ラベル 平らな包装、ジャー、自動貼付 あり。フィルムまたは紙の縁 境界線が見える。粗い製品では端が剥がれる
直接UV印刷 固定位置、平面または治具保持製品 なし 設備、治具、製品ごとのセットアップが必要
スクリーン印刷 大規模反復ロット、特色 なし 色ごとのセットアップ。写真デザインには不向き



衣料用DTFまたは熱転写 Tシャツとテキスタイル なし ヒートプレスが必要。硬質製品向けではない

UV DTFを選ぶ場合。 デザイン数が多く各デザインの数量が少ない場合、製品が曲面または完成品である場合、ヒートプレスがない場合に最適です。

直接印刷を選ぶべき場合。 マークを塗料のように密着させる必要がある場合に選んでください。貼り付け後の見た目がお客様の期待に合うよう、仕上がりは実物サンプルで確認してください。

ラベルを選ぶ場合。 規制文言パネルや自動貼付が必要な場合はラベルを選びます。

コンプライアンスは別途確認が必要です。 一部のインクメーカーはコンプライアンスに関する発表を公開しています。たとえばLawsonは、自社の UV DTFインクがCPSIAお
よびカリフォルニア州プロポジション65の認証を取得した[20]と述べています。このような声明が対象とするのは特定インクのみです。完成デカール、表面、用途は対象外です。購入者向
けガイドでは、確認すべき規則としてREACH、RoHS、子供向け製品のEN 71-3、および 間接食品接触コーティング向けのFDA 21 CFR 175.300[21]を挙げて
います。またSDSファイルの要求も推奨しています。書類がインクロットと最終用途に一致しない限り、このデカールについてコンプライアンスを主張しないでください。食品に触れる内
側の表面には絶対にデカールを貼らないでください。ライセンスキャラクターには権利者の許可が必要です。

梱包、リードタイム、再注文について何を確認すべきか？ ↑
梱包。 施工前のUV DTFシートは、熱、光、折れに敏感です。梱包は輸送中にシートを平らで遮光され、涼しい状態に保つ必要があります。エンドユーザー向けケア説明には、24時間
待つこと、手洗い、食洗機・電子レンジ・研磨パッド不可、布用ではないことを記載してください。

リードタイム。 製造期間、MOQ、単位重量、梱包形式は、見積書で確定します。出荷スケジュールも確認し、サンプルを承認する前にローンチまたはイベントの日程と照らし合わせてく
ださい。

再注文。 注文間で次の三つを固定してください。

白インク層を含む承認済みデータバージョン。

承認済み施工サンプル。

試験した表面とコーティングロットの記録。

タンブラー供給業者が粉体塗装を変更したり、キャンドルジャーのガラスが変わったりした場合は、新ロットを出す前に剥離試験と端部試験を再実施してください。



要点：注文前に重要なこと ↑
UV DTF市場は小規模な基盤から成長しています — QY Researchによると、US$247百万米ドル（2025）からUS$483百万米ドル（2032）
へ、CAGR 10.2%（出典)
掲載価格だけでなく、サンプルを比較する — 表面との適合性、印刷された縁、お手入れ要件を確認してください
耐久性は範囲であり、約束ではありません — 販売者経験では屋内約3–5年、屋外約2–3年（出典)
初回洗浄は待つ必要があります — 施工後24時間待ち、その後は手洗いのみ（出典)
コンプライアンス声明は完成デカールではなく特定インクを対象とします — CPSIAおよびProp 65の発表はインクレベルにのみ適用（出典)
注文条件は見積もり内容によって異なります — MOQ、製造期間、単位重量は、書面の見積書で確定します
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カスタムUV DTF転写デカールは、小規模ブランド、印刷店、イベントチームに、ヒートプレス不要でタンブラー、ジャー、ボトル、アクリルサインへフルカラー・カス取り不要のブラ
ンディングを提供します。ただし、表面、データ、ケアに対する期待を正直に定めた場合に限ります。信頼できる手順は上記のとおりです。表面を選別し、白インク層を確認し、実際の製品
でサンプルを試験し、合格基準を注文書に記載してください。

見積もりとサンプルテストを依頼するには、アートワーク、対象アイテム、デザインごとの数量、想定用途をお送りください。
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